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 「それは震災の前のことですか？ 後のことですか？」 
 阪神・淡路の被災地である神戸や阪神間などでは、日常、そういったやりとりがごく自
然にかわされる。住民同士で過去の出来事や思い出を話し合う場合、震災があった年の前

















 芦屋市では全・半壊棟が 8784 棟と建物の 57%に達した。関連死を含めて 444 人が亡くな
るなど、 も甚大な被害を被った地域の一つだ(2)。しかし震災後、企業や金融機関の社宅
跡などがマンションに姿を変え、新しい人工島の埋め立てによる開発も進んだ。 







































阪神・淡路の 28 年前に発生した「42 年豪雨災害」に話を移したい。 
昭和 42 年の 7月 8日から同 9日にかけて、台風崩れの熱帯低気圧の影響を受けた梅雨
前線が西日本各地に集中豪雨をもたらした。神戸の市街地の北を東西に走る六甲山地では
各地でがけ崩れが起き、土石流が人口密集地を直撃した。河川の決壊や氾濫も相次ぎ、家
屋の全壊流出 361 世帯、半壊 376 世帯などの被害が出て、死者は 84 人に上った。谷崎潤
一郎が「細雪」で描いた「阪神大水害」（1938 年）以来の大災害となった(5)。 











































動が、経験者の心を動かすことがある。「昭和 42 年豪雨災害」から 50 周年の節目に向け
て「神戸新聞」は当時の状況を振り返り、砂防ダム建設などの防災対策を紹介する記事を
随時掲載した。その記事を読んで筆者の元にはがきを送ってきた高齢の男性がいる。 


























































































































「データでみる阪神・淡路大震災」、西宮、芦屋市の人口については 2014 年１月 12 日付
神戸新聞「震災 19 年、西宮・芦屋８割入れ替わり」、阪神・淡路大震災の後に採用された
被災自治体 12 市の職員については 2017 年１月 16 日付神戸新聞「震災後の入庁者過半数
に」を参照 
(2)芦屋市ＨＰ「建築物の被害と復旧」 
(3)「震災から 10 年 米田知子展」2005 年２月 26 日〜4月 10 日、芦屋市立美術博物館 




                             




                                                                                  
インタビュー」に収録。歩行者の事故について語っているのは内田雅夫さん 
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